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機関リポジトリ委託事業（平成17～19年度）の概要

平成17年度
– 機関リポジトリの構築・運用に関するこれまでの実績及び全学的な計画の

有無等の調査に基づき19大学を選出

平成18年度～19年度
– 2つの目標

• 機関リポジトリの全国的な展開 ／ 先端的な研究開発

– 2つの事業領域
• 領域1（機関リポジトリの構築と運用） ／ 領域2（先端的な研究・開発）

– 透明性と競争性を確保した選定プロセス
• 公募の採用

平成17年度 平成18年度 平成19年度

事業領域
パイロット・
プロジェクト

全国展開／
研究開発

導入拡大／
研究開発

領域1（機関リポジトリ
構築・運用事業）

19機関 57機関 70機関

領域2（先端的な研究開
発事業）

22プロジェクト 14プロジェクト
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機関リポジトリ公開数の伸び
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※ 委託開始時期別
※ 委託外12機関含む

平成19年10月
66機関

リポジトリ

先駆的導入：
千葉大学

北海道大学
早稲田大学

平成18年4月
13機関リポジトリ

平成19年4月
47機関

リポジトリ
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機関リポジトリ： 世界での位置づけ

Open DOAR: Directory of Open Access Repositories
http://www.opendoar.org/ （参照：2007/11/27）

世界で構築されている機関リポジトリ：1008
– 日本は66機関が登録済→世界第4位に位置している
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機関リポジトリのコンテンツ収集状況

資料種別ごとの件数

18.8%

8.6%

55.0%

10.6%

0.2%

学術雑誌論文 学位論文 紀要論文

会議発表論文 図書 テクニカルレポート

研究報告書 プレプリント 会議発表用資料

一般雑誌記事 教材 データ・データベース

その他

2007年11月21日時点
機関数 45機関

総コンテンツ数 189,912件

学術雑誌論文 35,656

学位論文 16,295

紀要論文 104,480

会議発表論文 1,630

図書 930

テクニカルレポート 416

研究報告書 5,540

プレプリント 45

会議発表用資料 445

一般雑誌記事 3,711

教材 158

データ・データベース 400

その他 20,206

合計 189,912

NII提供機関リポジトリポータルJuNii+ http://juniiplus.csc.nii.ac.jp/
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委託事業の効果

委託事業（領域1）による直接的効果
– 機関リポジトリの数の増加・コンテンツ増加

平成18年度領域1の優良事例：8事例（11大学）

（代表例）

– 北海道大学
• 学術雑誌論文の登録数が多い

• 研究者が学術雑誌論文を機関リポジトリに登録する

インセンティブを高める工夫

– 利用統計（ダウンロード数）を利用者にフィードバック

– カレントな論文について毎週メールで依頼

文献獲得率：

» 過去2ヶ月分の依頼の場合：10 ％だった

» 過去1週間分を毎週依頼の場合： 50％に向上した
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委託事業の効果 ２

平成18年度領域1の優良事例：8事例（11大学）

（続き）

– 信州大学
• 業績DBと連携、ソフトウェアを無料公開（領域1の範囲で実現）

– 千葉大学
• 特徴的なコンテンツ

– サイエンス・データ（衛星画像データとの連携）

– オーバーレイ・ジャーナル「千葉医学」「公共研究」

• 機関リポジトリのコンテンツが増えることにより，ILLによる

文献複写依頼を謝絶できるケースが出てきた

– 広島県大学図書館共同リポジトリ
• 地域の国公私立大学10機関が共同でリポジトリ構築
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北海道大学（HUSCAP）

Go!

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/index.jsp
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信州大学（SOAR）

Go!

http://shinlis9.shinshu-u.ac.jp/soar/modules/tinyd0/
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千葉大学（CURATOR）

Go!

http://mitizane.ll.chiba-u.jp/curator/index.html
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広島県大学図書館共同リポジトリ（HARP）

Go!

http://harp.cc.it-hiroshima.ac.jp/dspace/
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領域2のコンセプト（平成18年度～19年度）

先駆的な研究開発事業

– 目的

• 機関リポジトリ構築・運用に係る技術的，制度的諸問題
に実証的に取り組み，問題解決のため具体的な成果を
得ること。

公募時のプロジェクトの例示

– 構築技術

– 発信強化のための技術

– 制度的課題

– 機関リポジトリの評価基準作成

– 学内連携

– 学外連携
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平成19年度 領域2プロジェクト一覧

● ：平成18年度優良事例

テーマ 主担当 分担大学

情報共有関係

機関リポジトリコミュニティの活性化● 北海道大学 千葉大学，金沢大学

国内学協会等の著作権ポリシー共有・公開プロジェクト● 筑波大学 千葉大学，神戸大学

大テーマ「多様な情報資源の統合・提示」プロジェクト（代表：九州大学）

機関内学術情報資源の統合検索● 九州大学

多様なメタデータの[相互]交換 名古屋大学

機関リポジトリを中心とした学習・教育，研究環境向上のための統合的情報
検索システムの開発

三重大学

研究者－情報の共進化型コミュニティ創出支援 千葉大学 九州大学

システム間連結のための著者名(典拠)ディレクトリ開発 名古屋大学

主題マップによるナビゲーション 北海道大学

システム開発関係

リンク・リゾルバを通じた機関資源へのアクセス● 北海道大学
筑波大学，千葉大学，
名古屋大学，九州大学

業績DB・IR連携プロジェクト 金沢大学 九州大学，早稲田大学

Tokyo Tech Research Repository(T2R2)システム開発 東京工業大学

電子出版システム（編集査読システム）の開発 早稲田大学 広島大学，長崎大学

XooNIps Library モジュールの開発● 慶應義塾大学

評価関係

機関リポジトリの評価システム● 千葉大学 三重大学

平成18年度22プロジェクト→ 平成19年度14プロジェクトに集約
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委託事業の効果（領域２）

委託事業（領域2）による間接的効果・波及効果

領域2の優良事例：6プロジェクト（名古屋大学を含む9大学）

– 機関リポジトリコミュニティ

（DRF：Digital Repository Federation）

• 情報共有・交換の場を提供
– Wiki ,MLの運営

– ワークショップ，シンポジウム，研修等の企画実施

• 自力構築機関が増加

– 学協会著作権ポリシーデータベース

（SCPJ：Society Copyright Policy in Japan）

• 学会への働きかけ
– 登録件数増加（2007年1月：194件→7月：936件）

• 実務上の困難を共同で解決
– アクセス数増加（2007年4月：2,000件→7月：7,000件）



National Institute of Informatics第5回東海地区CSI 事業報告会（平成19年11月30日）

14

機関リポジトリコミュニティ（DRF）

Go!

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/
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学協会著作権ポリシーデータベース（SCPJ）

Go!

https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/
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※日本の機関リポジトリをまとめて検索
※条件：メタデータフォーマットjunii2に対応

JuNii+ 機関リポジトリポータル
（試験公開版 http://juniiplus.csc.nii.ac.jp/）

本文

ﾒﾀ
ﾃﾞｰﾀ

各機関リポジトリ

ハーベスト

クロール／ハーベスト

■Google Scholar
各種検索エンジン

■Google
■OAIster ・・・

システム連携策：機関リポジトリポータル

NIIタイプ：
論文系の
メタデータ

CiNii
へ

http://juniiplus.csc.nii.ac.jp/
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-1

OPACとJuNii+のマッシュアップ

– 目的：
• 機関リポジトリに登録する学術コンテンツを収集する上で，教員の機関

リポジトリ認知度向上が必要。

• 利便性を実感してもらい，機関リポジトリをPRするため。

– 方法：
• OPACの書誌詳細表示画面にAjaxを利用してJuNii+の検索結果を追

加表示。

• OPACの改造は必要としないため，比較的容易に実現可能。

※JuNii+の検索結果はXMLで出力されるため，JuNii+からのレスポンス
をJavaScript等で処理することが可能。

※AjaxはJavaScriptを用いて必要に応じてサーバからデータを取得し，
ブラウザの内容を変更する手法。

参考文献：寸田五郎，AjaxによるOPAC機能拡張の試み．

九州地区国立大学図書館協議会誌，50．（2008年2月発行予定）
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-2

Go!

http://opac.lib.miyazaki-u.ac.jp:8080/

検索例：
イチゴ

http://opac.lib.miyazaki-u.ac.jp:8080/
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-3

一覧から
選択
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-4

関連する学術コンテンツ
リンクを表示

書誌情報を抽出し，
JuNii+を検索
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JuNii+の活用事例（宮崎大学）-5

本文へ
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第三者の評価

機関リポジトリの位置づけ

– CAT/ILLに次ぐ，大学の知的基盤整備という公共性の高い事業
– ノウハウ・利便性の両面からNIIが音頭をとるのに最適

アンケート結果

– 機関リポジトリの認知度
• ユーザ： 85%が認知 （n=163）
• 担当者： ほぼ100%が認知 （n=469）

– 機関リポジトジへの取り組み状況 （n=469）
• 構築・公開している ：14.6%
• 予定している ：13.1%
• 興味を持つ ：58.2%

※出典
「大学共同利用機関が提供する最先端学術情報基盤CSIの利用調査と次世代CSIの
企画設計」（最終報告書） 2007.9

22
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今後の課題

1. 安定的な財政基盤の確立
– 大学での自主的な取組・自己資金の調達について

2. 全国的な展開
– 裾野をどう広げるか
– 機関リポジトリを持つ機関の数
– 共同リポジトリ

3. 機関リポジトリの質の向上
– 活用される機関リポジトリ（コンテンツの質，利便性向上）
– 研究開発プロジェクトの継承と見直し

4. 機関リポジトリのコンテンツポリシー
– 重点コンテンツ

5. 機関リポジトリ運営者コミュニティのあり方
– 機関リポジトリコミュニティの活性化（DRF）
– 学協会等の著作権ポリシーデータベース（SCPJ）

6. eサイエンスとの連携
– eサイエンスプロジェクトとの協働の可能性
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来年度以降の基本方針（案）

基本的な考え方

– 第1期（平成17年度～19年度）の成果と課題を踏
まえ，第2期（平成20年度～21年度を想定）を開
始

– 機関リポジトリの更なる普及とコンテンツの拡充
とリポジトリ相互の連携による新たなサービスの
構築をめざした委託事業を実施

第2期のコンセプト

– 自己資金の確保を重視する

– 領域1は重点コンテンツを指定する

– 領域2は波及効果の高いプロジェクトを推進する
24
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領域2： 第1期の成果と第2期のコンセプト

第1期の成果と反省点

– 機関リポジトリコミュニティの活性化（DRF），国内学協会等の著作
権ポリシー共有・公開プロジェクト（SCPJ）など，6つの優良事例を
中心に，一定の成果が上がっている。

– 成果は，事業終了後に改めて検証する予定。

– システム開発関連に各機関内での利用にとどまる事例が多いこと
は，第2期へ向けての反省点。更なる波及効果が期待される。

第2期のコンセプト

– 複数の機関リポジトリの連携などにより，新たな付加価値を創出す
るサービスを構築するための事業

– 機関リポジトリの利便性向上に貢献する調査・研究・開発のプロ
ジェクト



National Institute of Informatics第5回東海地区CSI 事業報告会（平成19年11月30日）

26

共生モデル

学術雑誌
（編集・査読）

ミッションの達成電子化・システム基盤

ライセンス料

学会
大学／

学術機関

ＮＩＩ

SPARC Japan

ELS/CiNii

出版社

（国内学術論文提供サービス）

還元金・ビジビリティ閲覧利用

学会村

（国内学協会コミュニティ）

IRへのデポジット

ビジビリティ・コミュニティ活性化IR
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